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Ａ．研究目的 

近年、温泉利用が健康増進や疾病予防、生活

の質（QOL）の向上に寄与する可能性が広く注

目されている。しかしながら、温泉療法の有効

性については経験的・伝統的知見が先行して

おり、医科学的エビデンスの体系化や標準化

は十分とは言えない状況にある。そのため、厚

生労働科学研究費補助金「温泉利用による健

康増進効果及び標準的なプログラムの開発に

資する研究」（研究代表者 山崎聡先生）では、

温泉利用による健康増進効果を科学的に検証

し、標準的な温泉利用プログラムの構築を目

指して研究が進められている。 

日本温泉気候物理医学会は、本研究によっ

て得られる最新の知見とエビデンスを学会員

のみならず、関連分野の専門職、行政、地域社

会へ広く共有することを重要な使命と位置づ

けている。特に、温泉医学の学術的発展と社会

実装を進めるためには、研究成果を単に発表

するだけでなく、医療、保健、観光、地域振興

等の多分野と連携しながら活用可能な形で社

会に還元していくことが求められる。 

そこで本取り組みでは、学術集会、学会誌、

広報誌、Web媒体等を通じた継続的な情報発 

信体制を整備するとともに、研究班、行政機関、

関連学会との連携強化を図り、温泉療法の標 

準化と普及促進を目的とした活動を行うこと

を目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

本取り組みでは、厚生労働科学研究班によ

って得られた研究成果を学術的・社会的に展

開するため、以下の方法を実施した。 

第一に、学会との連携体制を強化するため、

学術集会において温泉医学および温泉療法に

関するシンポジウム、教育講演、一般演題セッ

ションを企画し、研究成果を発表・討論する機

会を設けた。今後は、研究班の成果を紹介する

目的で、学会誌や広報誌に特集記事を掲載し、

研究成果を体系的に紹介する計画である。さ

らに、学会ホームページやニュースレター等

を活用し、学会員への継続的な情報提供を行

っていく予定である。 

第二に、研究成果の普及と社会実装を推進

するため、厚生労働省、環境省、地方自治体、

関連学会との情報交換・協議を行い、温泉医学

に関する最新知見の共有と行政施策への反映

可能性について検討した。また、温泉地の医療

機関、温泉施設、観光関連団体等との連携を進

め、標準的温泉利用プログラムの普及に向け

た意見交換を行った。 

第三に、一般社会への知見還元を目的とし

て、市民公開講座や研修会等の開催を企画し、

エビデンスに基づく安全で効果的な温泉利用
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について啓発活動を行った。加えて、研究成果

をまとめた成果物やガイドブック等の出版・

頒布支援について、学会理事会において検討

を進める方針である。 

 

Ｃ．研究結果 

本取り組みにより、厚生労働科学研究班で

得られた温泉療法の健康増進効果に関する知

見について、学会員および関連分野への情報

共有体制を強化することができた。学術集会

においては、温泉利用の医学的意義や標準的

プログラムに関する議論が活発に行われ、研

究班と学会員との間で最新知見を共有する機

会が創出された。 

また、学会誌や広報媒体を通じた情報発信

により、温泉療法に関する科学的エビデンス

への関心が高まり、関連分野との連携の必要

性が再認識された。さらに、厚生労働省健康・

生活衛生局、環境省自然環境局、大分県別府

市など行政機関との意見交換を通じて、温泉

利用を健康政策や地域保健施策へ活用する可

能性について一定の方向性を共有することが

できた。 

加えて、温泉地の医療機関や関連事業者と

の連携により、研究成果を実際の温泉利用プ

ログラムへ応用するための課題整理が進んだ。 

市民公開講座（2025 年 12 月 Web 配信）で

は、一般市民から温泉利用に対する高い関心

が示され、科学的根拠に基づく情報提供の重

要性が確認された。 

 

Ｄ．考察 

本取り組みを通じて、温泉療法の科学的エ

ビデンスを学会が中心となって整理・発信す

ることの重要性が改めて示された。従来、温

泉利用は経験的価値が重視される傾向にあっ

たが、近年では予防医学や健康増進の観点か

らもその有用性が期待されており、エビデン

スに基づく情報発信の必要性はさらに高まっ

ている。 

特に、学会が研究班と連携し、学術集会や

学会誌等を通じて継続的に成果を共有するこ

とは、研究成果の質向上だけでなく、温泉医

学分野全体の活性化にも寄与すると考えられ

る。また、厚生労働省や環境省との協力を進

めることで、温泉利用に関する知見を行政施

策へ反映させる可能性が広がり、地域保健や

健康寿命延伸への貢献も期待される。 

さらに、温泉地の医療機関や関連産業との

連携は、研究成果を社会実装へつなげるうえ

で不可欠である。今後は、標準的温泉利用プ

ログラムの実践的評価や、多施設共同研究に

よるさらなるエビデンス蓄積が求められる。

また、一般市民への啓発活動を継続すること

で、科学的根拠に基づく安全で適切な温泉利

用の普及につながるものと考えられる。 

以上より、本研究班と学会との連携は、温

泉医学の発展のみならず、健康増進、地域活

性化、予防医療推進に資する重要な取り組み

であり、今後も継続的な連携体制の構築が必

要であると考えられた。 

 

Ｅ．結論 

厚生労働科学研究費補助金「温泉利用によ

る健康増進効果及び標準的なプログラムの開

発に資する研究」により得られる知見は、温泉

療法の科学的根拠を明確化し、温泉医学の発

展に大きく寄与するものである。本取り組み

においては、研究班と学会が連携し、学術集会、

学会誌、広報活動等を通じて研究成果を広く

共有する体制を整備することで、学会員のみ

ならず関連分野や社会全体への知見還元を推

進する体制が確立できた。 

また、厚生労働省、環境省、地方自治体、関

連学会、温泉関連産業等との連携を進めるこ

とで、温泉利用の健康増進効果に関する科学

的知見を、医療・保健・観光・地域振興など多

方面へ展開する基盤形成につながった。さら

に、市民公開講座や普及啓発活動を通じて、一

般市民に対するエビデンスに基づく温泉利用

の理解促進にも一定の成果が認められた。 

今後は、標準的温泉利用プログラムの実践

的評価とさらなるエビデンス蓄積を進めると

ともに、学会を中心とした継続的な情報発信

と多職種・多機関連携を推進することが重要

である。これにより、温泉医学の社会的信頼性

を高め、健康寿命延伸や地域活性化に資する

持続的な取り組みへ発展していくことが期待

される。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 なし 
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2.  学会発表 

   なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む） 

1. 特許取得 

  なし  

2. 実用新案登録 

  なし 

3.その他 

  なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


